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東京中心 すり抜ける沖縄

菊地 史彦
文筆家

きくち・ふみひこ

年生まれ。慶応

大卒。筑摩書房で編集

者などを務め、退社後

はコンサルティングな

どの傍ら評論を執筆す

る。著書に「沖縄の岸

辺へ」「『幸せ』の戦

後史」など。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
は
、
視
聴
者

に
歌
を
通
し
て
日
本
の
ふ
る
さ
と
像
や

「
ふ
る
さ
と
の
範
囲
」を
確
認
さ
せ
る
、

い
わ
ば
「
国
民
統
合
装
置
」
的
な
面
が

あ
る
。

令
和
に
入
り
そ
の
色
合
い
は
や
や
薄

ま
っ
た
が
、
平
成
期
に
は
ま
だ
濃
厚
だ

っ
た
。
典
型
は
東
日
本
大
震
災
が
起
き

た
２
０
１
１
年
。
嵐
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲

「
ふ
る
さ
と
」
を
歌
い
、
桜
井
翔
が
被

災
し
た
ピ
ア
ノ
を
弾
い
た
。
他
に
北
島

三
郎
の「
帰
ろ
か
な
」、
千
昌
夫
の
「
北

国
の
春
」
、
石
川
さ
ゆ
り
の
「
津
軽
海

峡
・
冬
景
色
」
な
ど
北
の
ふ
る
さ
と
だ

ら
け
。
で
は
、
南
の
ふ
る
さ
と
沖
縄
を

紅
白
は
ど
う
扱
っ
て
き
た
か
？

紅
白
に
南
の
ふ
る
さ
と
が
初
め
て
現

れ
た
の
は
、
１
９
６
０
年
代
初
頭
。
た

だ
し
、
沖
縄
で
は
な
く
奄
美
群
島
（
鹿

児
島
県
）
の
歌
ば
か
り
だ
。

特
に
、
翌
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

や
東
海
道
新
幹
線
開
業
を
控
え
た

年

は
、
田
端
義
夫
の
「
島
育
ち
」
、
仲
宗

根
美
樹
の
「
奄
美
恋
し
や
」
、
朝
丘
雪

路
の
「
永
良
部
百
合
の
花
」
な
ど
奄
美

だ
ら
け
。
当
時
の
紅
白
は
、
視
聴
率
が

８
割
を
超
す
絶
頂
期
で
も
あ
っ
た
。

沖
縄
同
様
に
米
軍
統
治
下
だ
っ
た
奄

美
は

年
に
本
土
復
帰
。

年
に
ち
な

む
曲
が
多
く
歌
わ
れ
た
の
は
、
復
帰
か

ら

年
で
奄
美
が
日
本
の
ふ
る
さ
と
の

ひ
と
つ
に
「
認
定
」
さ
れ
た
結
果
か
。

沖
縄
出
身
者
で
初
め
て
紅
白
に
出
場

し
た
の
は
｢

才
」
を
歌
っ
た
南
沙
織

（

年
）
だ
。
そ
の
後

年
の
空
白
を

経
て
、
バ
ブ
ル
景
気
後
の

年
、
喜
納

昌
吉
が
「
花
〜
す
べ
て
の
人
の
心
に
花

を
〜
｣
で
出
演
し
た

平
成
初
頭
の
紅
白

は
、
２
部
制
の
導
入
に
よ
る
も
の
か
歌

手
や
曲
の
選
定
が
ど
こ
か
ち
ぐ
は
ぐ
。

ひ
い
き
目
に
は
沖
縄
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ

ー
の
台
頭
を
感
じ
取
っ
た
よ
う
だ
が
、

ナ
ツ
メ
ロ
や
外
国
人
と
一
緒
く
た
に
喜

納
が
紛
れ
込
ん
だ
ふ
う
で
も
あ
る
。

年
代
半
ば
か
ら
は
、
沖
縄
ア
ク
タ

ー
ズ
ス
ク
ー
ル
出
身
の
安
室
奈
美
恵
、

Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
、
Ｍ
Ａ
Ｘ
ら
が
続
々
と
紅

白
の
舞
台
に
立
つ
。
彼
女
た
ち
は
沖
縄

ら
し
さ
を
押
し
出
す
よ
り
も
ダ
ン
ス
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
売
り
に
す
る
な
ど
、

む
し
ろ
後
の
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ア
イ
ド
ル
に

近
い
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
時
代
は

年
の
少
女
暴
行
事
件

を
き
っ
か
け
に
反
基
地
運
動
が
爆
発
。

米
軍
普
天
間
飛
行
場
の
辺
野
古
移
設
問

題
を
軸
に
、
沖
縄
は
政
治
の
季
節
を
迎

え
る
。
他
方
、
本
土
と
違
う
食
や
生
活

文
化
ま
で
も
消
費
す
る「
沖
縄
ブ
ー
ム
」

が
到
来
し
、
移
住
者
も
増
え
た
。
本
土

の
沖
縄
認
識
が
か
な
り
変
わ
っ
た
。

年
初
出
場
の
Ｋ
ｉ
ｒ
ｏ
ｒ
ｏ
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
ち
ゅ
ら
さ

ん
」
の
主
題
歌
も
歌
っ
て
い
る
。
こ
の

ド
ラ
マ
を
通
し
て
、
本
土
の
人
々
は
日

本
最
西
端
の
八
重
山
諸
島
を
（
他
の
地

方
と
は
や
や
違
う
も
の
の
）
愛
す
べ
き

ふ
る
さ
と
の
ひ
と
つ
と
し
て
認
知
し
た

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
、
復
帰

年
の

年
、
共
に

八
重
山
・
石
垣
島
出
身
の
夏
川
り
み
が

「
涙
そ
う
そ
う
」、
Ｂ
Ｅ
Ｇ
Ｉ
Ｎ
が
「
島

人
ぬ
宝
」
で
出
場
し
た
。
共
に
「
沖
縄

ら
し
さ
」
を
前
面
に
出
し
、
懐
か
し
さ

や
郷
土
を
歌
っ
た
。
お
そ
ら
く
彼
ら
に

よ
っ
て
、
沖
縄
の
ふ
る
さ
と
像
は
全
国

区
化
を
完
成
さ
せ
た
の
だ
。

夏
川
は
沖
縄
か
ら
台
湾
な
ど
ア
ジ
ア

に
も
渡
っ
て
活
動
し
て
い
る
。
沖
縄
の

音
楽
家
に
は
紅
白
‖
東
京
中
心
の
「
日

本
の
ふ
る
さ
と
の
範
囲
」
を
す
り
抜
け

て
い
く
セ
ン
ス
が
あ
る
。
こ
れ
も
沖
縄

の
歌
の
力
の
ひ
と
つ
だ
ろ
う
。

年末の定番 演歌とともに

輪島 裕介
大阪大教授

わじま・ゆうすけ

年生まれ。東京

大大学院博士課程単位

取得退学。著書に「創

られた『日本の心』神

話 『演歌』をめぐる

戦後大衆音楽史」など。

「北島三郎論」を新潮

社のサイトで連載中。

演
歌
は
、実
は
１
９
７
０
年
前
後
に
、

同
時
期
の
反
体
制
的
・
新
左
翼
的
な
文

化
も
背
景
に
成
立
し
た
比
較
的
新
し
い

音
楽
ジ
ャ
ン
ル
だ
。

当
時
、
グ
ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ズ
な
ど
の

台
頭
で
レ
コ
ー
ド
業
界
は
大
き
く
変
わ

り
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
の
流
れ
の
な
か
、

従
来
「
民
謡
調
」
や
「
浪
曲
調
」
と
呼

ば
れ
た
「
日
本
的
」
要
素
の
強
い
歌
、

「
ナ
ツ
メ
ロ
」や
ム
ー
ド
歌
謡
な
ど
「
古

く
さ
い
」
と
さ
れ
た
歌
が
演
歌
と
総
称

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

演
歌
の
イ
メ
ー
ジ
を
決
定
づ
け
た
の

は
、
藤
圭
子
だ
っ
た
。

年
に
「
演
歌

の
星
を
背
負
っ
た
宿
命
の
少
女
」
と
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で
デ
ビ
ュ
ー
し
、

作
家
の
五
木
寛
之
ら
が
絶
賛
し
た
。

戦
後
社
会
の
主
流
派
は
、
保
守
派
も

共
産
党
も
、
清
く
正
し
く
明
る
く
進
歩

的
な
も
の
、
欧
米
的
な
も
の
を
強
く
肯

定
し
て
き
た
。
高
度
経
済
成
長
期
に
入

る
と
一
部
の
左
派
文
化
人
ら
は
、
こ
の

風
潮
と
対
極
的
な
日
本
の
下
層
や
土

着
、
被
抑
圧
者
の
貧
し
さ
や
情
念
を
審

美
的
に
称
揚
し
だ
し
た
。そ
の
延
長
で
、

藤
ら
の
暗
い
演
歌
は
「
怨
歌
｣｢
未
組
織

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
イ
ン
タ
ー
（
革

命
歌
）
」
な
ど
と
持
ち
上
げ
ら
れ
た
。

演
歌
の
項
が
「
現
代
用
語
の
基
礎
知

識
」
に
登
場
し
た
の
は

年
。
そ
の
後

わ
ず
か
数
年
で
反
体
制
的
な
側
面
は
ほ

ぼ
抜
け
、
主
に
「
古
き
良
き
日
本
」
を

連
想
さ
せ
る
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
た
。

年
前
後
の「
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
」

「
北
国
の
春
」「
北
酒
場
」
「
襟
裳
岬
」

…
…
。
さ
ら
に
「
リ
ン
ゴ
追
分
」
「
あ

ゝ
上
野
駅
」
な
ど

〜

年
代
の
歌
謡

曲
も
含
め
て
、
演
歌
は
北
国
の
旅
情
や

望
郷
を
歌
っ
た
ヒ
ッ
ト
が
多
い
。

戦
前
は
、
し
ば
し
ば
旧
満
州
・
大
陸

が
流
行
歌
の
舞
台
に
な
っ
た
。
戦
後
、

そ
の
代
替
物
と
し
て
浮
上
し
た
の
が
東

北
・
北
海
道
だ
。
高
度
経
済
成
長
期
に

多
く
の
若
者
が
就
職
の
た
め
上
京
し
た

影
響
な
ど
で
、
東
北
は
「
田
舎
」
像
の

ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
も
な
っ
た
。

他
方
、「
王
将
」
や
「
道
頓
堀
人
情
」

な
ど
大
阪
の
歌
は
東
京
へ
の
対
抗
心
を

む
き
出
し
に
す
る
。
こ
れ
も
終
戦
直
後

ま
で
ほ
ぼ
な
か
っ
た
傾
向
だ
。
と
も
あ

れ
、
演
歌
が
描
く
「
日
本
の
心
」
は
、

高
度
経
済
成
長
や
東
京
一
極
集
中
を
背

景
に
成
立
し
た
と
言
っ
て
い
い
。

「
津
軽
海
峡
・
冬
景
色
」
な
ど
が
は

や
っ
た
時
期
は
今
の

〜

代
の
子
供

時
代
と
重
な
る
。
演
歌
が
大
ヒ
ッ
ト
を

連
発
し
た
の
は
こ
の
頃
ま
で
。さ
ら
に
、

紅
白
歌
合
戦
で
は
演
歌
歌
手
と
ア
イ
ド

ル
で
出
場
者
の
多
く
を
占
め
る
時
代
が

昭
和
末
期
ご
ろ
ま
で
続
い
た
。

さ
て
今
年
。
出
場
歌
手
は
、
最
年
長

層
が
南
こ
う
せ
つ
、
天
童
よ
し
み
、
郷

ひ
ろ
み
ら
で
演
歌
歌
手
と
限
ら
な
い
。

近
年
の
紅
白
で
「
国
民
的
」
な
歌
と
過

剰
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
ジ
ャ
ニ

ー
ズ
ア
イ
ド
ル
や
、
東
日
本
大
震
災
後

な
ら
ば
「
花
は
咲
く
」
と
い
っ
た
曲
か

も
し
れ
な
い
。
そ
も
そ
も
、
紅
白
の
勝

敗
を
真
剣
に
気
に
し
た
り
、
出
場
者
の

当
落
を
本
気
で
楽
し
み
に
し
た
り
す
る

人
は
、
今
ど
れ
だ
け
い
る
だ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、
今
も
年
末
は
特
別
な
時

期
だ
。
大
み
そ
か
に
家
族
そ
ろ
っ
て
テ

レ
ビ
の
前
で
年
を
越
す
人
た
ち
は
、
今

後
も
あ
る
程
度
い
る
だ
ろ
う
。
相
も
変

わ
ら
ず
、紅
白
を
見
な
が
ら
大
人
は「
若

い
子
の
は
や
り
は
わ
か
ら
な
い
ね
え
」。

紅
白
は
、
こ
う
い
う
定
番
も
含
め
た
、

い
わ
ば
日
本
の
「
年
末
の
儀
礼
」
と
し

て
定
着
し
て
い
る
。
そ
の
光
景
の
一
部

と
し
て
、
演
歌
も
当
面
は
残
る
の
だ
と

思
う
。
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最
高
視
聴
率

・
４
％

年の第１回ＮＨＫ紅白歌合戦は正月の

１時間ラジオ番組だった。 年の第４回から

テレビ中継の大みそか番組になった。 年の

最高視聴率（関東地区）は .4％を記録し、

まさに「国民的番組」だった。視聴率は昭和

末期に５割台へ落ち、平成に改元した 年か

ら２部構成。近年の視聴率は、ほぼ毎年、年

間最高記録を他番組に譲り、昨年は過去最低

の .9％だった。

紅白と「日本の心」
大みそかは、家族でＮＨＫ紅白歌合戦を見る人も多いだろう。紅

白には演歌の印象が根強い。「日本の心」を映してきた演歌、その

誕生秘話とは。1990年代以降の紅白は沖縄の歌手が目立ち、最近は

Ｋ－ＰＯＰグループが何組も。各ジャンルが紅白に登場した背景な

どを考える。歌は世に連れ世は歌に連れ。 【聞き手・鈴木英生】

金 成玟
北海道大教授

キム・ソンミン

年韓国ソウル生

まれ。東京大大学院博

士課程修了。専門は音

楽社会学。同大助教な

どを経て現職。著書に

「Ｋ－ＰＯＰ 新感覚

のメディア」「日韓ポ

ピュラー音楽史」など。

多
国
籍
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
が
試
金
石

今
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦

は
、
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
が
４

組
出
場
す
る
。
紅
白
は
日
本
の
ナ

シ
ョ
ナ
ル
イ
ベ
ン
ト
（
国
民
的
行

事
）
だ
が
、
外
国
人
で
あ
る
韓
国

人
歌
手
の
出
場
が
定
着
し
て
い

る
。
そ
の
背
景
は
何
だ
ろ
う
か
？

初
の
紅
白
出
場
韓
国
人
は
、
チ

ョ
ー
・
ヨ
ン
ピ
ル
だ
（
１
９
８
７

年
か
ら
４
回
連
続
）
。
続
い
て
桂

銀
淑
（
ケ
イ
・
ウ
ン
ス
ク
）
が

年
か
ら
７
回
連
続
出
場
し
た
。

韓
国
で
チ
ョ
ー
は
多
彩
な
ジ
ャ

ン
ル
の
曲
を
歌
い
、
桂
は
元
々
ア

イ
ド
ル
だ
っ
た
が
、
共
に
日
本
で

は
「
演
歌
歌
手
」
と
さ
れ
た
。
韓

国
の
歌
謡
曲
‖
「
韓
国
演
歌
」
と

い
う
認
識
が
元
々
定
着
し
て
い
た

の
だ
。
い
わ
ば
、
韓
国
の
歌
は
日

本
の
大
衆
音
楽
ジ
ャ
ン
ル
の
下
位

カ
テ
ゴ
リ
ー
扱
い
だ
っ
た
。

チ
ョ
ー
と
桂
が
紅
白
を
去
っ
た

年
代
は
、
戦
後
世
界
の
転
換
期

で
あ
る
。
冷
戦
終
結
は
、
日
本
に

と
っ
て
安
定
と
繁
栄
の
時
代
の
終

わ
り
を
意
味
し
た
が
、
韓
国
な
ど

に
と
っ
て
は
、
独
裁
や
抑
圧
、
貧

困
か
ら
の
解
放
だ
っ
た
。
日
本
が

ア
ジ
ア
の
中
心
だ
っ
た
時
代
の
終

わ
り
が
始
ま
っ
た
。

年
代
は
Ｊ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
全
盛
期

で
、
日
本
の
音
楽
ソ
フ
ト
生
産
量

は

年
に
史
上
最
多
を
記
録
し

た
。た
だ
し
限
界
も
見
え
て
き
た
。

他
方
、
同
時
期
の
韓
国
音
楽
業
界

は
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
グ
ル
ー
プ
、

の
デ
ビ
ュ
ー
な
ど
で
大
き

く
変
わ
っ
た
。
が
、
日
本
に
受
容

す
る
素
地
は
ま
だ
な
か
っ
た
。

Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
２
０
０
０
年
代

に
日
本
へ
本
格
上
陸
す
る
。
特
に

年
代
後
半
に
な
る
と
、
東
方
神

起
の
日
本
ア
リ
ー
ナ
ツ
ア
ー
が

万
人
を
動
員
し
、

年
に
Ｋ
Ａ
Ｒ

Ａ
と
少
女
時
代
が
日
本
デ
ビ
ュ

ー
。

年
の
紅
白
に
は
、
こ
の
３

グ
ル
ー
プ
が
一
気
に
出
た
。

日
本
の
韓
国
音
楽
の
認
識
は
混

乱
し
た
。

年
代
の
韓
国
人
歌
手

は
日
本
ゴ
ー
ル
ド
デ
ィ
ス
ク
大
賞

を
毎
年
受
賞
し
た
が
、
受
賞
部
門

は
「
邦
楽
」
だ
っ
た
り
「
洋
楽
」

だ
っ
た
り
。
結
局
、

年
に
「
ア

ジ
ア
」
部
門
が
で
き
た
。

年
代

ま
で
は
一
貫
し
て
「
邦
楽
」
扱
い

だ
っ
た
ア
ジ
ア
の
歌
手
が
、
つ
い

に
「
独
立
」
を
果
た
し
た
の
だ
。

年
は
も
う
ひ
と
つ
の
転
換
点

だ
。
日
韓
関
係
の
悪
化
に
伴
い
、

以
後
し
ば
ら
く
韓
国
人
は
紅
白
か

ら
姿
を
消
す
。
こ
の
壁
を
破
っ
た

の
は

年
初
出
場
の
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

で
あ
る
。
メ
ン
バ
ー
９
人
中
３
人

が
日
本
人
で
台
湾
人
も
い
る
。
つ

ま
り
、
日
韓
の
枠
だ
け
で
は
解
釈

で
き
な
い
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
な
の
だ
。

ま
た
、
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は

年
代

初
頭
か
ら
世
界
的
成
功
を
収
め

た
。
今
や
ビ
ル
ボ
ー
ド
な
ど
米
国

の
音
楽
チ
ャ
ー
ト
で
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ

を
見
な
い
日
は
ほ
ぼ
な
い
と
言
っ

て
も
過
言
で
は
な
い
。
他
方
、
日

本
の
音
楽
は
「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し

て
い
る
」
な
ど
と
や
ゆ
さ
れ
る
。

こ
れ
を
「
韓
国
が
勝
ち
日
本
が

負
け
た
」
と
解
釈
す
る
の
は
正
し

く
な
い
。Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
よ
う
に
、

日
本
人
が
世
界
へ
羽
ば
た
く
舞
台

と
し
て
韓
国
を
使
え
る
よ
う
に
な

っ
た
の
だ
か
ら
。

紅
白
は
、
日
本
が
ア
ジ
ア
の
文

化
的
中
心
だ
っ
た
名
残
を
と
ど
め

る「
邦
楽
」番
組
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
紅
白
が
国
民
的
地
位
を

維
持
す
る
に
は
、
日
本
に
定
着
し

た
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
無
視
で
き
な

い
。
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
は
日
本
を
含
む

多
国
籍
の
歌
手
と
フ
ァ
ン
を
抱
え

る
。
つ
ま
り
、
紅
白
は
日
本
が
ど

れ
だ
け
世
界
に
開
か
れ
て
い
る
か

を
示
す
場
で
も
あ
る
。
も
し
、
不

幸
に
も
再
び
日
韓
関
係
が
悪
化
し

た
ら
紅
白
は
Ｋ
｜
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
ど
う

扱
う
か
。
試
金
石
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
。
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